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損
的
表
現
の
二
次
配
布
者
の
責
任

三 　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損
表
現
の
二
次
配

布
者
の
責
任
の
現
状

　

㈠　
「
一
九
九
六
年
通
信
品
位
法
」
第
二
三
〇
条

　
　

1　

目　

的

　
　

2　

背
景

―
二
つ
の
判
決

　
　
　

⑴　

Cubby Inc. v. Com
puServe Inc.

事
件
判
決

　
　
　

⑵ 　

Stratton O
akm
ont Inc. v. Prodigy Services Co.

事
件

判
決

　
　

3　

条
文
内
容
と
残
さ
れ
た
問
題

　

㈡　

Zeran v. Am
erica O

nline Inc.

事
件
判
決

　

㈢ 　

Zeran

事
件
判
決
に
対
す
る
批
判

―Barrett v. Rosenthal

事

件
判
決

四　

代
替
案

　

㈠　
「
現
実
的
悪
意
の
法
理
」
の
適
用

　

㈡　

デ
ジ
タ
ル
ミ
レ
ニ
ア
ム
著
作
権
法
の
基
準
の
導
入

五　

整
理
と
分
析

　

㈠ 　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損
表
現
の
二
次

的
責
任
の
基
本
構
造

　

㈡　

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
対
す
る
完
全
な
免
責
の
是
非

六　

お
わ
り
に

 

岡

根

好

彦

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の

　

名
誉
毀
損
表
現
の
二
次
的
責
任

―�
通
信
品
位
法
第
二
三
〇
条
とZeran v. Am

erica O
nline Inc.

事
件
判
決
に

関
す
る
評
価
を
中
心
と
し
て

―



法学政治学論究　第93号（2012.6）

38

一　

は
じ
め
に

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
急
激
な
発
展
と
普
及
は
現
代
社
会
に
大
き
な
可
能
性
を
与
え
た
と
と
も
に
、
従
来
想
定
し

て
い
な
か
っ
た
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
は
、
大
規
模
な

経
済
的
社
会
的
基
盤
を
有
さ
な
い
私
人
に
対
し
て
意
見
発
信
を
可
能
に
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
表
現
の
自
由
の
受
け
手
と
送
り
手
の
分
化

を
解
消
す
る
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
行
使
に
お
い
て
有
益
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
容
易
に
個
人
的
な
意
見
発
信
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
名
誉
毀
損
等
の
不
快
な
表
現
が
発
信
さ
れ
る
頻
度
が
増
加
す
る
こ
と
も
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
名
誉
毀
損
的

表
現
に
関
し
て
い
え
ば
、
従
来
の
名
誉
毀
損
法
理
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
い
く
か
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
か
、
表
現
の
自
由
と
個
人
の
名

誉
と
の
調
整
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
）
1
（

る
。

　

そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
的
表
現
の
問
題
は
発
信
者
本
人
と
被
害
者
の
関
係
の
議
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
名
誉
毀
損

的
表
現
の
発
信
を
仲
介
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
シ
ス
テ
ム
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
も
民
事
・
刑
事
の
責
任

を
追
及
で
き
る
か
、
い
わ
ゆ
る
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
（
間
接
責
任
）
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
二
〇
〇
二
年

に
「
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
）」
が

施
行
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
者
の
損
害
賠
償
責
任
や
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
し
て
一
定
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い

る
）
2
（

が
、
誤
っ
た
情
報
不
開
示
よ
り
も
誤
っ
た
情
報
開
示
の
ほ
う
が
責
任
が
重
い
た
め
、
同
法
は
情
報
の
不
開
示
を
誘
導
し
て
い
る
と
の

指
）
3
（
摘
も
な
さ
れ
て
お
り
、
確
立
さ
れ
た
基
準
と
は
い
い
が
た
い
。

　

一
方
、
ネ
ッ
ト
技
術
の
先
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
表
現
者
本
人
に
対
し
て
「
現
実
的
悪
意
の
法
理
」
と
い
う
極
め
て
手

厚
い
保
護
を
与
え
て
い
）
4
（

る
と
同
様
に
、
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
表
現
の
二
次
配
布
者
に
つ
い
て
も
、
規
制
に
よ
る
影
響
を
重
く
捉
え
、
わ
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が
国
よ
り
も
免
責
範
囲
が
広
く
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
名
誉
毀
損
的
表
現
の
二
次
配
布
者
の
責
任
に
つ
い
て
は
「
パ
ブ

リ
ッ
シ
ャ
ー
（publisher

）」、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
（distributor

）」、「
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
（com

m
on carrier

）」
の
三
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
ネ
ッ
ト
上
の
二
次
配
布
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
責
任
が
法
律
上
あ
る
い
は

裁
判
例
上
で
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
は
、
責
任
の
範
囲
を
広
く
解
す
る
と
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
自
身
の
サ
ー
ビ
ス
上
の

表
現
に
少
し
で
も
名
誉
毀
損
の
疑
い
が
あ
れ
ば
即
座
に
削
除
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
あ
る
い
は
逆
に
、
サ
ー
ビ
ス
上
の
表
現
へ
の
関
わ

り
を
怖
れ
て
当
該
表
現
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
法
廷
外
で
の
解
決
が
望
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
個
人
の
名
誉
の
保
護
を
疎
か
に
し
て
い
る
等
の
批
判
も
な
さ
れ
、
こ
れ
に
代

わ
る
判
断
基
準
も
学
説
や
裁
判
所
か
ら
提
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
論
議
は
い
ま
だ
に
活
発
で
あ
り
、
わ
が
国
が
参
考
に
す
べ
き
点
は
多
々

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
現
状
に
つ
い
て
、
ま
ず
非
ネ
ッ
ト
上
で
の
枠
組
み
を
確
認
し
、

そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
二
次
的
責
任
に
関
す
る
枠
組
で
あ
る
通
信
品
位
法
（Com

m
unications D

ecency Act: 

Ｃ
Ｄ
Ａ
）
と

Zeran v. Am
erica O

nline Inc.

事
件
判
）
5
（
決
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
枠
組
に
対
す
る
批
判
や
代
替
案
を
整
理
し
、
基
準
や
解
釈
の

妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　

非
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損
的
表
現
の
二
次
配
布
者
の
責
任

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
を
理
解
す
る
う
え
で
は
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
非
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損

の
二
次
配
布
者
に
対
す
る
判
断
枠
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。
も
っ
と
も
、
名
誉
毀

損
の
二
次
的
責
任
は
表
現
の
発
信
者
と
表
現
媒
体
が
異
な
る
と
き
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
非
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
事
件
に
お
け
る
加
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害
者
は
主
に
出
版
社
等
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
表
現
者
と
表
現
媒
体
が
一
体
で
あ
る
場
合
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
性
は
低
く
、
活
発
な
議
論
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
で
は
『
不
法
行
為
法
第
二

次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（Restatem

ent

（second

）of Torts

）』
等
で
三
種
類
の
責
任
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
一
つ
は
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
（publisher

）」
と
し
て
の
責
任
で
あ
る
。
書
籍
、
新
聞
、
雑
誌
等
の
出
版
社
や
発
行
者
に
つ
い
て

は
、
編
集
の
過
程
に
お
い
て
そ
の
内
容
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
た
め
、
責
任
を
重
く
し
て
も
酷
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
名
誉
毀
損
的

表
現
の
発
信
者
と
同
様
の
責
任
を
負
う
。
こ
の
点
、『
不
法
行
為
法
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
』
の
五
七
八
条
で
は
、「
第
三
者
に
よ
っ

て
発
行
さ
れ
た
名
誉
毀
損
的
表
現
物
を
配
布
（deliver

）、
伝
達
（transm

it

）
し
た
に
す
ぎ
な
い
者
を
除
き
、
名
誉
毀
損
的
表
現
を
繰
り

返
し
（repeat

）、
あ
る
い
は
、
別
の
手
段
で
再
発
行
（republish

）
し
た
者
は
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
発
行
し
た
場
合
と
同
様
の
責
任
に

服
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
）
6
（
る
。

　

ま
た
、
出
版
社
等
の
よ
う
に
表
現
内
容
を
発
行
す
る
の
で
は
な
く
、
図
書
館
や
書
店
と
い
っ
た
、
単
に
表
現
物
を
頒
布
、
貸
出
、
販
売

し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
（distributor

）」
に
つ
い
て
は
、
表
現
内
容
を
修
正
す
る
権
限
を
有
し
な
い
た
め
、

重
い
責
任
を
課
す
と
、
表
現
物
を
公
衆
に
提
示
す
る
こ
と
に
慎
重
に
な
っ
て
し
ま
い
、
情
報
の
流
通
が
過
度
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
、
表
現
の
萎
縮
効
果
（chilling effect

）
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
者
に
関
し
て
は
、
表
現

物
に
名
誉
毀
損
表
現
が
含
ま
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
（know

）」
か
、
あ
る
い
は
「
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
し
て
い
る

（have reason to know

）」
場
合
で
な
け
れ
ば
、
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
配
布
者
側
に
は
表
現
物
に
名
誉
毀
損
表
現
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
常
に
調
査
す
る
義
務
は
な
い
。
こ
の
点
、『
不
法
行
為
法
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
』
の
五
八
一
条
で
は
、「（
１
）

（
２
）
の
場
合
を
除
き
、
第
三
者
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
名
誉
毀
損
表
現
物
を
配
布
、
伝
達
し
た
に
す
ぎ
な
い
者
は
、
そ
の
名
誉
毀
損
的

性
質
を
知
っ
て
い
る
か
、
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
し
て
い
る
場
合
に
限
り
責
任
に
服
す
る
。（
２
）
ラ
ジ
オ
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
を
介
し

て
第
三
者
の
名
誉
毀
損
表
現
を
放
送
（broadcast

）
し
た
者
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
発
行
者
と
同
様
の
責
任
に
服
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
）
7
（

る
。



コンピューター・ネットワーク上の名誉毀損表現の二次的責任

41

な
お
、
名
誉
毀
損
表
現
に
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
か
否
か
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
同
条
のCom

m
ent e

に
よ
れ
ば
、
合
理
的
一
般
人

（reasonable m
an

）
を
基
準
と
し
て
い
る
。
ま
た
、（
２
）
に
お
い
て
一
次
配
布
者
と
同
様
の
責
任
を
負
う
と
し
た
の
は
、
同
条
の

Com
m
ent g

に
よ
れ
ば
、
新
聞
社
等
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
で
は
専
属
の
記
者
に
よ
る
記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
第
三
者
の
記
事
も
掲
載

す
る
こ
と
も
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
点
で
は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
他
人
の
表
現
を
放
送
す
る
こ
と
は
出
版
メ
デ
ィ
ア
と
類
似
し
て
い

る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
電
信
や
電
話
と
い
っ
た
、
表
現
を
伝
達
す
る
公
的
義
務
を
負
っ
て
い
る
「
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
（com

m
on carrier

）」
に
つ
い

て
は
、
そ
の
利
用
者
が
名
誉
毀
損
表
現
を
発
信
し
た
と
し
て
も
責
任
を
負
わ
な
い
。『
不
法
行
為
法
第
二
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
』
の
六

一
二
条
（
２
）
で
は
、「
表
現
を
伝
達
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
公
的
機
関
（public utility

）
は
、（
ａ
）
そ
の
表
現
の
送
り
手

（sender

）
が
表
現
を
送
る
権
限
を
有
し
て
い
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、（
ｂ
）
表
現
を
伝
達
す
る
作
業
員
が
そ
の
送
り
手
が
権
限
を
有
し

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
、
知
り
う
る
合
理
性
を
有
し
て
い
る
場
合
を
除
け
ば
、
そ
の
表
現
が
虚
偽
、
名
誉
毀
損
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
伝
達
し
て
も
よ
い
」
と
し
て
、
免
責
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い（
8
）る。

公
表
手
段
に
関
す
る
公
益
事
業

に
対
し
て
免
責
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
①
表
現
の
受
取
、
伝
達
に
関
し
、
公
衆
に
対
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、
②
名
誉
毀
損
的
表

現
の
伝
達
を
拒
否
す
る
と
、
拒
否
さ
れ
た
利
用
者
か
ら
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
誤
っ
た
判
断
を
下
し
た
と
き
に
も

法
的
責
任
が
生
じ
う
る
こ
と
、
③
表
現
を
迅
速
に
伝
達
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
に
基
づ
い
て
い（
9
）る。
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三　

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損
表
現
の

　
　

二
次
配
布
者
の
責
任
の
現
状

㈠　
「
一
九
九
六
年
通
信
品
位
法
」
第
二
三
〇
条

1　

目　

的

　

以
上
の
よ
う
に
、
非
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
お
け
る
名
誉
毀
損
表
現
の
二
次
配
布
者
の
責
任
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
二
次
配
布
者
の
名
誉
毀
損
責
任
に
関
し
て
も

こ
の
考
え
方
を
背
景
と
し
て
判
断
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
の
二
次
配
布
者
の
責
任
に
関
し
て
は
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
等
が
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
か
、
特
に
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
捉
え
る
か
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
捉
え
る
か

が
争
点
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、「
一
九
九
六
年
通
信
品
位
法
（Com

m
unications D

ecency Act; 

Ｃ
Ｄ
Ａ
）」
第
二
三
〇
条
、
お
よ
び
一
九
九
八

年
のZeran v. Am

erica O
nline Inc.

事
件
判
決
に
お
い
て
、
そ
れ
に
対
す
る
考
え
が
示
さ
れ
、
現
在
で
は
こ
れ
ら
が
ネ
ッ
ト
上
の
二

次
配
布
者
の
責
任
の
判
断
枠
組
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
で
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
二
次
的
責
任
に
つ
い
て
、
表
現
物
を
直
接
発
信
し
て
い
な
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
つ

い
て
は
、
そ
の
発
信
者
に
対
し
て
編
集
権
を
行
使
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
や
「
発
信
者
」
と
し
て
扱
わ
れ

な
い
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
条
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
責
任
に
関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
し
て
扱
わ
れ
た
、Cubby Inc. 

v. Com
puServe Inc.

事
件
判
）
10
（

決
とStratton O

akm
ont Inc. v. Prodigy Services Co.

事
件
判
）
11
（

決
が
、
利
用
者
の
表
現
活
動
に
対
し

て
編
集
権
を
行
使
し
た
か
否
か
で
二
次
的
責
任
の
軽
重
を
決
定
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
と
で
結
論
を
異
に
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
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を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

2　

背
景

―
二
つ
の
判
決

　

⑴　
Cubby Inc. v. Com

puServe Inc.

事
件
判
決

　

一
九
九
一
年
のCubby Inc. v. Com

puServe Inc.

事
件
判
決
で
は
、
大
手
の
商
用
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
あ
る
被
告Com

puServe

社

が
提
供
し
て
い
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
で
公
開
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
、
原
告Cubby

社
に
関
す
る
名
誉
毀
損
表
現
が
投
稿
さ
れ

た
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
に
基
づ
く
名
誉
毀
損
等
が
連
邦
地
方
裁
判
所
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
担
当
で
争
わ
れ
た
。
当
該

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
お
よ
び
管
理
は
本
件
訴
外
の
管
理
会
社
に
契
約
を
通
じ
て
委
託
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
本
件
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
、

そ
の
公
開
の
許
可
お
よ
び
そ
の
内
容
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
管
理
会
社
と
契
約
し
て
い
た
、
別
の
被
告
が
運
営
す
る
会
社
に
よ
っ
て
公
開

さ
れ
た
。
被
告
は
、
自
身
が
当
該
表
現
の
二
次
配
布
者
た
る
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
で
あ
り
、
か
つ
当
該
表
現
の
内
容
を
知
ら
ず

知
り
う
べ
き
合
理
性
も
存
し
な
か
っ
た
と
主
張
し
、
裁
判
所
で
は
そ
の
主
張
を
認
め
る
略
式
判
決
が
下
さ
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
名
誉
毀
損
表
現
を
再
公
表
す
れ
ば
、
は
じ
め
に
公
表
し
た
場
合
と
同
様
の
責
任
を
負
う
と
こ
ろ
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
」
は
そ
の
表
現
を
知
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
し
て
い
た
と
き
で
な
け
れ
ば
、
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
修
正
第
一
四
条
第
一
）
12
（

節
を
通
じ
て
州
に
適
用
さ
れ
た
修
正
第
一
）
13
（

条
に
深
く
根
付
い
た
行
為
で
あ
り
、
言

い
換
え
れ
ば
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
に
対
し
て
厳
格
責
任
を
課
そ
う
と
す
れ
ば
「
言
論
と
プ
レ
ス
の
自
由
の
憲
法
上
の
保
障
が

立
ち
は
だ
か
る
」
か
ら
で
あ
）
14
（

る
。
そ
し
て
、
当
該
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
送
信
後
即
座
に
利
用
者
に
公
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
被
告
は

当
該
表
現
に
対
し
て
内
容
編
集
等
の
コ
ン
ト
ー
ロ
ー
ル
権
限
を
有
し
て
お
ら
ず
、
配
布
物
の
す
べ
て
を
監
視
す
る
義
務
を
負
わ
せ
れ
ば
、

通
常
の
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
同
様
に
、
修
正
第
一
条
で
許
さ
れ
な
い
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
新
聞
販
売
店
と
機
能
的
に
は
同
様
で
あ
り
、
被
告
の
よ
う
な
電
子
的
な
ニ
ュ
ー
ス
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
に
対
し
て
容
易
に
責
任
を
追
及
し
う
る
基
準
を
適
用
す
る
よ
う
な
態
度
は
情
報
の
自
由
な
流
通
に
耐
え
難
い
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
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る
。
そ
れ
ゆ
え
、
修
正
第
一
条
に
関
連
す
る
要
素
を
考
慮
す
れ
ば
、
被
告
の
責
任
を
判
断
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
名
誉
毀

損
表
現
を
知
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
し
て
い
た
か
の
基
準
が
適
切
で
あ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
以
上
を

踏
ま
え
、
裁
判
所
は
、
被
告
が
当
該
名
誉
毀
損
表
現
を
知
っ
て
い
た
か
あ
る
い
は
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
し
て
い
た
か
に
関
し
、
原
告

は
具
体
的
事
実
を
示
し
て
い
な
い
と
し
て
、
被
告
勝
訴
の
略
式
判
決
を
下
し
、
事
件
は
終
息
し
）
15
（
た
。

　

⑵　

Stratton O
akm
ont Inc. v. Prodigy Services Co.

事
件
判
決

　

一
方
、
一
九
九
五
年
のStratton O

akm
ont Inc. v. Prodigy Services Co.

事
件
判
決
で
は
、
被
告
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
「
パ
ブ
リ
ッ

シ
ャ
ー
」
と
捉
え
て
二
次
的
責
任
を
肯
定
す
る
判
断
が
下
さ
れ
た
。
本
件
で
は
、
商
用
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
あ
る
被
告Prodigy Services

社
が
提
供
す
る
、
米
国
で
最
も
利
用
者
が
多
い
、
金
融
情
報
に
関
す
る
電
子
掲
示
板
上
で
、
投
資
銀
行
で
あ
る
原
告Stratton O

akm
ont

社
お
よ
び
そ
の
社
長
に
対
す
る
名
誉
毀
損
表
現
が
投
稿
さ
れ
た
と
し
て
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
被
告
が
提
供
す
る
電
子
掲
示
板
で
は
、

同
社
が
投
稿
に
対
し
て
編
集
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
す
る
旨
が
宣
伝
さ
れ
、
実
際
に
自
動
監
視
ソ
フ
ト
等
を
利
用
し
て
積
極
的
に
投
稿
が

削
除
さ
れ
て
お
り
、
他
の
商
用
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
で
は
、
①
被
告
は
以
前
か
ら
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
、
電
子

掲
示
板
に
書
き
込
ま
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
に
対
し
て
自
身
の
コ
ン
ト
ー
ロ
ー
ル
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
、
②
実

際
に
、
掲
示
板
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
い
た
と
と
も
に
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
を
介
し
て
掲
示
板
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
よ
う
利
用
者
に
義
務
付
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
被
告
に
つ
い
て
は
表
現
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
認
め
ら

れ
る
た
め
、「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
し
て
の
責
任
を
課
し
て
も
酷
で
は
な
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
、
事
件
は
終
息
し
）
16
（

た
。
つ
ま
り
、
本

判
決
で
は
、Com

puServe

社
の
よ
う
な
通
常
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
つ
い
て
は
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
捉
え
つ
つ
、Prodigy 

Services

社
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
運
営
方
針
等
の
要
素
に
よ
っ
て
、
例
外
的
に
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
捉
え
る
結
論
が
採
ら
れ
た
の

で
あ
）
17
（
る
。
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ま
た
、
利
用
者
に
対
し
て
良
心
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
逆
に
コ
ン
ト
ー
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

よ
り
も
重
い
責
任
が
課
さ
れ
て
し
ま
う
と
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
原
告
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
す
こ
と
で
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
い
た

た
め
に
厳
し
い
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
反
論
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
よ
っ
て
他
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の
差

別
化
が
図
ら
れ
、
結
果
と
し
て
多
く
の
利
用
者
を
獲
得
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
法
的
結
果
を
甘
受
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る

の
は
当
然
で
あ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
）
18
（

る
。

3　

条
文
内
容
と
残
さ
れ
た
問
題

　

Stratton O
akm
ont

事
件
判
決
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
表
現
活
動
に
対
し
て
一
定
程
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
及
ぼ
し
、
名
誉
毀
損
等
の
悪
質
な
表
現
の
発
信
を
予
防
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
厳
し
い
責
任
が
課
さ
れ
る
判
決
が

下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
議
会
は
、
同
判
決
に
よ
っ
て
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
よ
る
予
防
行
為
が
萎
縮
す
る
こ
と
に
な
る
と
判
断
し
、
む

し
ろ
そ
の
よ
う
な
行
為
を
奨
励
す
る
た
め
の
連
邦
特
別
法
、「
一
九
九
六
年
通
信
品
位
法
（Com

m
unications D

ecency Act; 

Ｃ
Ｄ
Ａ
）」
の

第
二
三
〇
条
を
制
定
し
た
。

　

Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
（
ｃ
）（
１
）
で
は
、「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
ま
た
は
発
言
者
（speaker

）
と
し
て
扱
う
こ
と
」
と
の
題
の
も
と
、

「
対
話
方
式
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
（interactive com

puter s

）
19
（

ervice

）
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
ま
た
は
ユ
ー
ザ
ー
は
、
他
の
情
報
コ

ン
テ
ン
ツ
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（inform

ation content p
）
20
（

rovider
）
か
ら
提
供
さ
れ
た
い
か
な
る
情
報
に
つ
い
て
も
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
ま
た

は
発
言
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
旨
が
規
定
さ
）
21
（

れ
、Stratton O

akm
ont

事
件
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
否

定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
で
は
、
名
誉
毀
損
的
表
現
を
直
接
発
信
し
て
い
な
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
、
そ
の
発
信
者
に
対
し
て

編
集
権
を
行
使
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
信
者
と
同
様
の
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
同
条
（
２
）
で
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
民
事
責
任
に
つ
い
て
、「
対
話
方
式
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
い
か

な
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
利
用
者
も
以
下
を
理
由
に
責
任
を
課
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
、（
Ａ
）
項
で
は
「
わ
い
せ
つ
、
淫
猥
、
淫
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ら
、
汚
ら
わ
し
い
、
過
度
に
暴
力
的
、
嫌
が
ら
せ
、
あ
る
い
は
そ
の
他
不
快
で
あ
る
（objectionable

）
と
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
利
用
者
が

感
じ
た
資
料
に
つ
い
て
、
た
と
え
そ
の
資
料
が
憲
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
よ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
利
用
可
能
性

を
制
限
す
る
た
め
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
利
用
者
が
真
摯
に
と
っ
た
自
主
的
な
い
か
な
る
行
為
」、（
Ｂ
）
項
で
は
「
そ
れ
ら
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
制
限
す
る
工
学
技
術
的
手
段
を
、
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
そ
の
他
の
者
へ
利
用
可
能
に
さ
せ
る
い
か
な
る
行
為
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
）
22
（

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
条
は
、Stratton O

akm
ont

事
件
判
決
を
覆
し
、
不
快
な
表
現
を
自
主
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う

と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
二
次
的
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
で
、
自
主
的
な
規
制
を
奨
励
す
る
こ
と
を
意
図
し
て

い
る
と
解
さ
れ
て
い
）
23
（

る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
同
条
は
不
快
な
表
現
に
対
し
て
削
除
義
務
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
え
て
編
集
権
を
行
使
し
よ
う

と
し
た
者
の
責
任
を
軽
減
し
た
に
す
ぎ
ず
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
情
報
を
削
除
す
る
義
務
が
あ
る
場
合
、
つ
ま
り
名
誉
毀
損
等
が
発
信
さ
れ

た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
え
て
放
置
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
免
責
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

の
問
題
が
生
じ
う
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
同
条
（
ｃ
）
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
を
従
来
の
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
で
あ
る
と
解
す
れ

ば
、
同
条
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
や
「
発
言
者
」
で
は
な
く
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
の
慣
習
法
に
則
り
、
表
現
物
に
名
誉
毀
損
表
現
が

含
ま
れ
て
い
た
か
に
つ
き
「
知
っ
て
い
る
」
か
、
あ
る
い
は
「
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
し
て
い
る
」
と
き
に
は
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

㈡　

Zeran v. Am
erica O

nline Inc.

事
件
判
決

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
一
九
九
七
年
のZeran v. Am

erica O
nline Inc.

事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
の
考
え
が
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
本
件
で
は
、
被
告Am

erica O
nline

社
の
サ
ー
ビ
ス
を
介
し
た
名
誉
毀
損
表
現
の
被
害
者
で
あ
る
原
告Zeran

が
被
告
の
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責
任
の
有
無
に
つ
い
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
の
電
子
掲
示
板
上
に
お
い
て
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
市
で
一
九
九
五
年
に
発
生
し

た
ビ
ル
爆
破
事
件
を
賞
賛
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
印
刷
さ
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
を
宣
伝
す
る
複
数
の
書
き
込
み
が
身
元
不
明
の
者
に
よ
っ
て
発

信
さ
れ
、
こ
の
書
き
込
み
に
は
原
告
の
氏
名
と
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
、
あ
た
か
も
原
告
が
書
き
込
ん
だ
よ
う
に
見
せ
か
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
書
き
込
み
に
よ
り
、
原
告
は
膨
大
な
量
の
脅
迫
的
な
電
話
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
被
告
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
て
当
該
書
き
込
み

の
削
除
等
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
一
度
は
削
除
さ
れ
た
が
、
再
び
同
様
の
書
き
込
み
が
投
稿
さ
れ
、
そ
の
際
に
は
、
削
除
を
求
め
て
も
被
告

の
対
応
が
遅
く
、
数
日
間
に
渡
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
被
告
に
対
し
、
当
該
書
き
込
み
に
適
切
に
対
応
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
名
誉
毀
損
責
任
を
負
う
場
合
に
該
当
す
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
を
求
め
た
。

　

連
邦
地
方
裁
判
所
で
は
、
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
を
否
定
し
た
規
定

で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
が
含
ま
れ
な
い
と
し
て
二
次
的
責
任
を
負
う
場
合
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
同

条
の
立
法
目
的
に
反
す
る
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
編
集
や
書
き
込
み
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
れ
ば
、
そ
れ
ら

の
行
為
を
も
っ
て
「
知
り
う
る
合
理
性
」
を
有
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
し
、
有
害
な
書
き
込
み
に
関
す
る
苦
情
を
受

け
付
け
る
体
制
で
あ
れ
ば
、
苦
情
後
に
問
題
の
書
き
込
み
が
削
除
か
ら
漏
れ
て
公
開
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、「
知
っ
て
い
る
」
と
の
認

定
を
受
け
る
お
そ
れ
も
生
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
そ
の
よ
う
な
認
定
を
受
け
な
い
た
め
に
編
集
等
を
差
し
控
え
る
と
と

も
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
な
い
体
制
と
な
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
有
害
な
情
報
を
自
主
的
に
削
除
す
る
よ
う
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
奨
励

し
よ
う
と
し
た
同
条
の
目
的
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
述
べ
、
連
邦
地
裁
は
原
告
の
主
張
を
退
け
）
24
（

た
。

　

原
告
は
こ
の
原
審
判
決
を
不
服
と
し
て
第
四
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
に
上
訴
し
た
が
、
控
訴
審
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
原
審
判
決
を
支

持
し
た
。
ま
ず
、
控
訴
審
は
同
条
の
立
法
目
的
に
関
し
、
言
論
の
自
由
と
の
関
係
に
言
及
し
な
が
ら
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
利
用
者
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
押
し
つ
け
る
こ
と
は
、
連
邦
議
会
に
と
っ
て
言
論
統
制
の
明
ら

か
な
一
態
様
で
あ
っ
た
た
た
め
、
政
府
に
よ
る
介
入
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
て
同
条
が
制
定
さ
れ
た
。
つ
ま
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り
、
ネ
ッ
ト
や
双
方
向
性
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
が
「
政
治
的
議
論
の
真
の
多
様
性
の
た
め
の
場
や
、
文
化
の
発
展
の
た
め
の
独

特
な
機
会
、
お
よ
び
知
的
活
動
の
た
め
の
無
数
の
途
」
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
利
益
を
有
す
）
25
（

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ネ
ッ
ト
等
は
「
政
府
の

統
制
が
最
小
限
で
あ
る
状
態
で
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
人
の
た
め
に
繁
栄
し
」、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
等
の
た
め
に
存
在
す
る
「
活
気
に
満
ち
て

競
争
的
な
自
由
市
場
を
連
邦
政
府
や
州
の
規
制
に
よ
っ
て
束
縛
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
保
つ
こ
と
」
が
ア
メ
リ
カ
の
現
在
の
政
策
で
あ
る
と
連

邦
議
会
は
認
識
し
て
い
る
と
控
訴
審
は
判
断
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
名
誉
毀
損
的
表
現
を
最
初
に
送
信
し
た
者
の
責
任
を
免
れ
さ
せ

る
意
味
で
は
な
く
、
連
邦
議
会
は
ネ
ッ
ト
上
の
嫌
が
ら
せ
行
為
を
制
止
、
処
罰
す
る
た
め
に
連
邦
刑
事
法
の
強
力
な
執
行
を
確
実
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
合
衆
国
の
政
策
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
）
26
（

る
。

　

そ
し
て
、
控
訴
審
は
、
同
条
の
目
的
に
つ
い
て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
免
責
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
る
問
題
を
中
心
に
分
析
す
る
。

ネ
ッ
ト
等
を
経
由
し
て
流
通
し
て
い
る
情
報
量
は
信
じ
が
た
い
ほ
ど
莫
大
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
は
、
不
法
行
為
責
任
の

不
安
は
明
白
な
萎
縮
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
と
っ
て
、
数
百
万
に
も
の
ぼ
る
投
稿
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
問

題
に
な
り
う
る
投
稿
を
ふ
る
い
分
け
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
投
稿
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
理
由
に
責
任

を
課
さ
れ
る
可
能
性
に
直
面
す
れ
ば
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
信
を
厳
し
く
制
限
す
る
と
い
う
選
択
を
採
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
連
邦
議
会
は
、
巻
き
添
え
に
さ
れ
る
言
論
の
自
由
の
保
護
を
重
視
し
、
言
論
の
自
由
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
制
限
的
効
果

を
回
避
す
る
た
め
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
を
免
責
す
る
決
定
を
下
し
た
。
ま
た
、
同
条
の
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
目
的
と
し
て
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
等
に
対
し
て
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
介
し
て
不
快
な
言
論
が
流
通
す
る
こ
と
を
自
主
的
に
規
制
す
る
よ
う
促
す
こ
と
に
も
あ
る
と
の
考

え
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
不
快
な
言
論
の
発
信
を
規
制
し
て
い
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
、
従
来
の
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
し
て
責
任
が

課
さ
れ
う
る
と
し
たStratton O

akm
ont

事
件
判
決
に
よ
っ
て
、
自
発
的
に
介
入
し
た
り
、
ふ
る
い
分
け
た
り
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る

よ
う
な
態
度
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
連
邦
議
会
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
「
子
ど
も
達
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
い
か
が
わ
し

い
も
の
や
不
適
切
な
も
の
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
能
力
を
親
た
ち
に
与
え
る
よ
う
な
、
防
止
と
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
の
発
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達
や
利
用
へ
の
貢
献
に
躊
躇
し
な
い
よ
う
に
」
す
る
た
め
に
同
条
を
制
定
し
た
の
で
あ
）
27
（
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
の
立
法
目
的
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
控
訴
審
は
原
告Zeran

の
主
張
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま

ず
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
が
従
来
の
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
は
法
的
に
意
味
が
ま
っ
た
く
異
な
り
、
同
条
で
は
前
者
に
つ
い

て
含
ま
れ
な
い
と
の
主
張
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
名
誉
毀
損
法
に
お
け
る
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
の
定
）
28
（
義
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
の
被
告
は

「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
み
な
さ
れ
、
明
確
に
同
条
の
免
責
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
と
判
断
し
た
。Cubby

事
件
判
決
とStratton 

O
akm
ont

事
件
判
決
に
お
い
て
両
者
の
法
的
な
違
い
が
認
識
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
区
別
は
あ

く
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
の
名
誉
毀
損
責
任
を
認
定
し
た
う
え
で
出
版
者
の
態
様
に
応
じ
て
異
な
る
責
任
基
準
が
設
け
ら
れ
た
に

す
ぎ
ず
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
が
従
来
の
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
法
的
に
異
な
る
者
で
あ
る
と
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
と

し
）
29
（

た
。

　

ま
た
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
責
任
、
す
な
わ
ち
通
知
に
基
づ
く
責
任
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は

自
主
規
制
を
控
え
よ
う
と
の
気
持
ち
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
、
同
条
の
二
つ
の
目
的
を
無
意
味
に
し
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
等
は
名
誉
毀
損
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
通
知
を
受
け
る
た
び
に
賠
償
責
任
の
可
能
性
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等

は
、
そ
の
通
知
に
よ
っ
て
、
当
該
表
現
を
巡
る
状
況
に
対
す
る
慎
重
か
つ
迅
速
な
調
査
、
名
誉
毀
損
の
有
無
に
関
す
る
法
的
な
判
断
、
公

開
継
続
の
許
可
に
つ
い
て
の
即
時
の
決
断
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
伝
統
的
な
印
刷
出
版
社
に
と
っ
て
は
可
能
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
お
い
て
は
、
膨
大
な
量
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
通
す
る
た
め
、
事
実
上
不
可
能
な
負
担
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
る
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
、
情
報
の
配
布
に
関
し
て
は
責
任
を
負
う
が
削
除
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
か
ら
、
投
稿
内
容
が
名
誉
毀
損
的
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
削
除
す
る
気
持
ち
を
自
然
と
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
通
知
に

基
づ
く
責
任
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
表
現
の
自
由
を
萎
縮
さ
せ
る
効
果
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
自
身
の
サ
ー
ビ

ス
上
の
投
稿
を
調
査
、
制
限
す
る
た
め
に
い
か
に
努
力
し
よ
う
と
も
、
そ
の
よ
う
な
努
力
は
名
誉
毀
損
の
可
能
性
が
あ
る
投
稿
に
つ
い
て
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頻
繁
に
気
付
か
せ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
確
実
な
理
由
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
通
知

に
基
づ
く
責
任
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
そ
の
よ
う
な
努
力
も
思
い
と
ど
ま
ら
せ
て
し
ま
う
。
不
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
気
分
が
害
さ

れ
た
者
は
、
関
係
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
て
「
通
知
」
し
、
そ
の
投
稿
が
法
的
に
名
誉
毀
損
で
あ
る
と
単
に
抗
議
す
れ
ば
よ
い
の
に

対
し
、
莫
大
な
投
稿
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
、
論
争
的
な
投
稿
を
す
べ
て
制
限
す
る
か
、
損
害
賠
償
責
任
に
耐

え
る
か
の
絶
え
間
な
い
選
択
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
責
任
が

ネ
ッ
ト
上
の
議
論
の
活
力
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
自
主
規
制
に
対
し
て
与
え
る
で
あ
ろ
う
効
果
は
、
同
条
の
目
的
と
は
正
反
対
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
、
同
条
の
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
い
う
語
に
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
意
味
が
含
ま
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と

は
、
連
邦
議
会
が
明
ら
か
に
意
図
し
て
い
た
免
責
の
範
囲
を
確
実
に
狭
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
し
て
、
控
訴
審
は
原
審
の
判
断
に

同
意
し
）
30
（

た
。
な
お
、
原
告
は
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
上
告
し
た
が
、
不
受
理
処
分
と
な
っ
た
。

㈢　

Zeran

事
件
判
決
に
対
す
る
批
判

―Barrett v. Rosenthal

事
件
判
決

　

Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
が
従
来
の
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
し
て
の
責
任
の
み
な
ら
ず
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
二
次
的

責
任
も
否
定
し
て
い
る
と
解
釈
し
たZeran

事
件
判
決
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
し
て
、
そ
の
後
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
採
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
）
31
（
た
。
も
っ
と
も
、
近
時
で
はZeran
事
件
判
決
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
た
裁
判
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
はZeran

事
件
判
決
に
対
し
て
特
に
批
判
的
で
あ
っ
た
二
〇
〇
四
年
のBarrett v. Rosenthal

事
件
控
訴
審
判
）
32
（

決
を
例
と
し
て

取
り
上
げ
、Zeran

事
件
判
決
に
い
か
な
る
問
題
点
が
あ
る
の
か
分
析
し
て
い
き
た
）
33
（

い
。

　

Barrett

事
件
で
は
、
被
告Rosenthal

が
、
原
告
医
師Barrett

ら
に
対
し
て
カ
ナ
ダ
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
へ
の
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
犯
罪
行
為
に
関
与
し
て
い
る
旨
の
非
難
を
他
人
の
メ
ー
ル
も
頒
布
し
な
が
ら
繰
り
返
し
て
い
た
た
め
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
問

題
の
背
景
と
し
て
、
原
告
医
師
は
自
身
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
伝
統
的
な
医
療
行
為
と
は
異
な
る
代
替
医
療
行
為
を
非
難
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し
、
逆
に
、
代
替
医
療
行
為
を
推
進
す
る
活
動
家
で
あ
っ
た
被
告Rosenthal

は
、
自
身
の
サ
イ
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
の
サ
イ
ト
で

代
替
医
療
行
為
に
つ
い
て
の
意
見
を
投
稿
し
て
お
り
、
本
件
も
共
同
被
告
人
か
ら
の
代
替
医
療
行
為
に
関
す
る
名
誉
毀
損
的
メ
ー
ル
を

ネ
ッ
ト
上
で
頒
布
、
公
開
し
た
こ
と
が
発
端
で
あ
っ
た
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
は
、
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
で
免
責
さ
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
に
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
も
含
ま
れ

る
と
し
たZeran
事
件
判
決
は
間
違
い
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
に
関
し
て
は
「
パ
ブ
リ
ッ

シ
ャ
ー
」、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」、「
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
」
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
判
断
す
る
慣
習
法
が
伝
統
的
に
確
立
し
て
い

る
た
め
、
こ
れ
を
覆
す
た
め
に
は
法
律
で
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
同
条
で
は
そ
の
よ
う
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、

Zeran

事
件
判
決
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
用
語
に
は
従
来
の
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
し
て
の
意
味
に
加
え
て
「
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
意
味
も
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
確
か
に
、
表
現
物
を
発
刊
、
配
布
す
る
と
い
う
点
で
は
「
パ
ブ
リ
ッ

シ
ャ
ー
」
と
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
は
共
通
す
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
一
次
配
布
者
と
同
様
に
扱
い
、
後
者
に
つ
い
て
は
原
則

免
責
と
い
う
慣
習
法
が
確
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
が
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
）
34
（

る
。

　

ま
た
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
利
用
者
に
対
し
てZeran

事
件
判
決
の
よ
う
な
完
全
な
免
責
を
認
め
る
こ
と
は
彼
ら
の
過
剰
な
自
己
検
閲

を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
が
、
個
人
の
名
誉
も
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
重
要
な
価
値
を
有
す
る
。
同
条
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
自
己
検
閲
を
防

い
で
ネ
ッ
ト
上
の
表
現
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
の
考
え
に
つ
い
て
も
、
確
か
に
議
会
で
は
同
条
に
よ
っ
て
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
双
方
向
性
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
敏
感
で
競
争
の
激
し
い
自
由
市
場
」
が
確
保
さ
れ
、「
政
治
的
議

論
の
真
の
多
様
性
」
や
「
文
化
発
展
の
機
会
」、「
知
的
活
動
の
無
数
の
手
段
」
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ピ
ー
チ
の
保
護
や
「
良
き
サ
マ
リ
ア
人
」
の
保
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
な
関
心
事
項
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
加
え
て
、
同
条
（
ｃ
）（
２
）
で
は
積
極
的
に
自
主
規
制
を
お
こ
な
っ
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
免
責
を
定
め

て
い
る
が
、
も
し
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
に
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
を
含
め
て
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
完
全
な
免
責
を
認
め
る
つ
も
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り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
別
記
す
る
必
要
は
な
く
、
同
条
項
は
単
な
る
余
剰
に
す
ぎ
な
く
な
）
35
（
る
。

　

さ
ら
に
、
同
条
はStratton O

akm
ont

事
件
判
決
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
が
、
同
判
決
で
は
、
あ
く
ま
で
被
告
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
を
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
捉
え
て
名
誉
毀
損
の
責
任
を
肯
定
す
る
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
っ
て
、
二
次
的
責
任
と
し
て
中
間
に

位
置
す
る
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
責
任
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
」
に
関
す
る
慣
習
法
を
覆
す
意
図
を
有
し
て
い
な
い
と
解
さ
れ
）
36
（

る
。

　

ま
た
、Zeran
事
件
判
決
で
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
自
主
規
制
を
奨
励
す
る
た
め
に
広
範
な
免
責
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
も
し

「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
責
任
ま
で
否
定
す
れ
ば
、
問
題
あ
る
表
現
を
監
視
し
て
も
し
な
く
て
も
よ
い
た
め
、
逆
に
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
等
は
時
間
的
経
済
的
理
由
か
ら
監
視
し
な
い
こ
と
を
選
択
し
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
、
名
誉
毀
損
表
現
を
「
知
っ
て
い
る
」
か
、

「
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
し
て
い
る
」
と
き
に
は
責
任
を
課
し
た
ほ
う
が
積
極
的
に
監
視
さ
せ
る
動
機
付
け
に
な
る
。
さ
ら
に
、
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
等
に
対
し
て
数
百
万
の
投
稿
を
監
視
さ
せ
る
の
は
過
度
の
負
担
で
あ
る
と
の
主
張
に
つ
い
て
も
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
」
の
責
任
は
名
誉
毀
損
の
通
知
を
受
け
た
際
に
適
切
に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
通
知
前
か
ら
投
稿
内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
は
な
い
た
め
、
過
度
の
負
担
に
は
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
述
べ
、
州
控
訴
審
は
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
」
と
し
て
の
責
任
ま
で
否
定
し
たZeran

事
件
判
決
は
妥
当
で
な
い
と
し
て
原
審
判
決
を
破
棄
し
）
37
（

た
。

　

も
っ
と
も
、
州
最
高
裁
は
、
こ
の
よ
う
な
控
訴
審
の
考
え
に
対
し
、
同
条
が
意
図
す
る
範
囲
は
直
接
か
つ
広
範
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ

「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
を
明
記
す
る
理
由
は
な
く
、
さ
ら
に
い
え
ば
、「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
つ
い
て
免
責
し
つ
つ
、
よ
り
責
任
が

軽
い
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
責
任
を
負
う
場
合
が
あ
る
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
し
て
否
定
し
た
。
ま
た
、
控
訴
審

で
は
、
通
知
を
受
け
れ
ば
責
任
が
生
じ
、
そ
の
責
任
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
と
っ
て
は
重
い
負
担
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
同
条
（
ｃ
）（
２
）
が
余
剰
に
な
る
と
の
主
張
に
つ
い
て
も
、
同
条
（
ｃ
）（
１
）
は
名
誉
毀
損
的
表
現
が
提
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
の
責
任
、（
２
）
は
そ
の
表
現
に
対
し
て
何
ら
か
の
行
動
を
と
っ
た
こ
と
に
に
つ
い
て
の
責
任
で
あ
っ
て
、
問
題
と
し
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て
い
る
こ
と
が
異
な
る
た
め
、
同
条
項
で
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
で
あ
る
か
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
で

あ
る
か
は
関
連
し
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
同
条
（
ｃ
）（
１
）
は
名
誉
毀
損
的
表
現
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
者
に
よ
る
ク
レ
ー
ム
に

関
し
て
の
規
定
で
あ
り
、（
２
）
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
表
現
を
規
制
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ク
レ
ー
ム
を
有
す
る
者
に
関
し
て
の
規
定
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
通
知
に
基
づ
く
責
任
を
認
め
る
な
ら
ば
、
デ
ジ
タ
ル
ミ
レ
ニ
ア
ム
著
作
権
法
（D

igital M
illennium

 Copyright Act: 

D
M
CA

）
の
よ
う
に
基
準
を
明
記
す
る
よ
う
に
思
え
る
と
こ
ろ
、
実
際
に
は
制
定
後
も
同
条
に
つ
い
て
何
ら
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
も
理
由
に
、
控
訴
審
の
判
断
を
破
棄
し
、
事
件
は
終
息
し
）
38
（
た
。

四　

代
替
案

㈠　
「
現
実
的
悪
意
の
法
理
」
の
適
用

　

以
上
の
よ
う
に
、
裁
判
所
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇

条
とZeran

事
件
判
決
を
判
断
基
準
と
し
つ
つ
も
、
同
判
決
の
問
題
点
を
指
摘
し
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
慣
習
法

に
則
り
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
学
説
の
中
に
は
、
い
ず
れ
の
見
解
も
適
切
な
基
準
で
は
な
い

と
し
て
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
名
誉
毀
損
の
一
次
的
責
任
者
に
適
用
さ
れ
る
「
現
実
的
悪
意
の
法
理
」
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
二
次
的
責
任
者
に
も
適
用
す
る

こ
と
を
試
み
る
立
場
は
、Zeran

事
件
判
決
お
よ
びBarrett

事
件
控
訴
審
判
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
ネ
ッ
ト
の
「
思
想
の
自
由
市
場
」

へ
の
貢
献
と
い
う
価
値
と
、
被
害
者
の
名
誉
の
保
護
と
い
う
利
益
を
適
切
に
調
整
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ネ
ッ
ト
に
は
、
社
会
的
政
治
的
背
景
が
な
い
個
々
の
利
用
者
に
対
し
て
意
見
を
発
信
す
る
機
会
を
提
供
で
き
る
と
い
う
固
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有
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
公
的
論
点
に
関
す
る
議
論
は
、
制
約
さ
れ
ず
、
力
強
く
、
か
つ
広
く
開
か
れ
て
い
る
べ
き
で
あ

り
」、
虚
偽
の
表
現
は
開
か
れ
た
議
論
に
お
い
て
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
排
除
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
、
修
正
第
一
条
の
原
則
に
合
致

す
）
39
（
る
。
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
やZeran

事
件
判
決
は
こ
の
よ
う
な
価
値
を
広
く
保
護
す
る
た
め
の
解
釈
を
お
こ
な
い
、
逆
に
、Barrett

事
件
控
訴
審
判
決
の
解
釈
で
は
、
大
規
模
の
ネ
ッ
ト
企
業
に
対
し
て
何
百
万
の
利
用
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
過
度
の
責
任
を
負
わ
せ
、
ま
た
、
小
規
模
の
掲
示
板
管
理
者
も
監
視
能
力
や
法
的
知
識
が
乏
し
い
ゆ
え
に
過
度
の
負
担
と
な
り
う
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
ネ
ッ
ト
上
の
投
稿
を
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
関
係
な
く
削
除
す
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
自
由
市

場
に
正
確
で
貴
重
な
情
報
が
流
通
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ネ
ッ
ト
の
修
正
第
一
条
へ
の
貢
献
が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
）
40
（

る
。

　

一
方
で
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
対
し
て
完
全
な
免
責
を
認
め
る
こ
と
は
彼
ら
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
主
的
に
監
視
す
る
動
機
を
欠
落
さ
せ
、

従
来
、
人
間
の
潜
在
的
な
威
厳
と
価
値
の
基
本
概
念
を
反
映
し
、
無
形
の
財
産
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
名
誉
の
保
護
を
疎
か
に
す
る
結
果

に
な
る
。
そ
の
う
え
、
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
に
つ
い
て
は
、
一
度
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
れ
ば
、
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
の
も
と
で
幾

重
に
も
拡
散
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
虚
偽
の
表
現
が
蔓
延
す
れ
ば
、
正
確
な
情
報
を
迅
速
に

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
が
低
下
し
、
さ
ら
に
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
不
適
当
で
好
ま
し
く
な
い
内
容
に
子
ど

も
が
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に
制
限
す
る
権
限
を
両
親
に
与
え
る
よ
う
な
監
視
技
術
の
開
発
利
用
を
妨
げ
る
も
の
を
排
除
す
る
」
と
い
う

同
条
の
政
策
目
標
に
反
す
る
結
果
に
も
つ
な
が
）
41
（
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
ネ
ッ
ト
の
修
正
第
一
条
に
お
け
る
価
値
と
被
害
者
の
名
誉
の
保
護
と
い
う
利
益
の
適
切
な
調
整
基

準
と
し
て
、「
現
実
的
悪
意
の
法
理
」
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
虚
偽
で
あ
る
と
認
識
し
て
か
ら
不
当
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
放
置
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
虚
偽
的
内
容
に
つ
い
て

無
謀
に
も
無
視
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
が
原
告
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
立
証
が
要
求
さ
れ
る
か

ど
う
か
は
、
問
題
と
な
る
ネ
ッ
ト
上
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
手
続
き
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
返
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信
す
る
機
会
が
許
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
被
告
の
負
担
を
重
く
す
べ
き
で
あ
り
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
の
慣
習
法
に
則
り
判
断

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
政
治
的
社
会
的
内
容
を
含
ん
で
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
表
現
は
、
修
正
第
一
条
の
も
と
で
特
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
価
値
を
有
す
る
た
め
、
同
法
理
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、Barrett

事
件
控
訴
審
判
決
で
示
さ
れ
た
基
準
で
は
、
被
害
者
の
通
知
を
受
け
れ
ば
、
即
座
に
削
除
し
な
い
と
、

投
稿
が
虚
偽
で
あ
っ
た
と
し
て
も
責
任
が
肯
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
こ
の
基
準
で
は
、
被
害
者
の
通
知
や
事
情
、
被
告
の
対
応
に

つ
い
て
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
結
果
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
負
担
を
被
害
者
に
課
す
こ
と
は
名
誉
毀
損

的
表
現
を
奨
励
す
る
こ
と
に
も
な
り
う
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
反
論
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
の
討
論
に
よ
っ
て
自
助
的
に
解
決
す

る
ほ
う
が
望
ま
し
く
、
む
し
ろ
、
ブ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
対
し
て
完
全
な
免
責
を
認
め
て
い
る
現
状
と
比
較
す
れ
ば
、
被
害
者
に
法
廷
で
の

救
済
の
機
会
を
よ
り
多
く
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
）
42
（

う
。

　

こ
の
基
準
の
具
体
的
な
判
断
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、Zeran

事
件
判
決
を
例
に
と
れ
ば
、
裁
判
所
は
ま
ず
被
告
Ａ
Ｏ
Ｌ
社
が
原
告

Zeran

に
対
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
上
で
反
論
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
件
で
は
被
告
の
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
電
子
掲
示
板
で
は
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
し
て
い
る
た
め
、
本

件
に
お
い
て
も
お
そ
ら
く
ア
ク
セ
ス
は
肯
定
さ
れ
る
。
次
に
、
問
題
の
投
稿
が
政
治
的
社
会
的
内
容
を
含
ん
で
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
市
の
爆
破
事
件
は
政
治
的
社
会
的
関
心
事
で
あ
る
た
め
、
肯
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
で

は
「
現
実
的
悪
意
の
法
理
」
が
適
用
さ
れ
、
原
告
に
は
被
告
が
投
稿
が
虚
偽
で
あ
る
と
認
識
し
て
か
ら
不
当
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
放
置

し
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
責
任
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
原
告
は
何
度
も
当
該
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
削
除
と
投
稿
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
求
め
て
お
り
、
そ
の
際
に
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
示
す
情
報
を
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
に
は
投
稿
が
虚
偽
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
、
被
告
の
責
任
を
認
め
た
判
決
が
下
さ
れ
う
る
結
果
に
な
）
43
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、「
現
実
的
悪
意

の
法
理
」
そ
の
も
の
は
被
害
者
に
対
し
て
極
め
て
重
い
立
証
責
任
を
課
し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
二
次
的
責
任
者
に
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適
用
す
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
被
害
者
に
法
的
救
済
の
機
会
を
よ
り
多
く
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
さ
れ
て
い
）
44
（
る
。

㈡　

デ
ジ
タ
ル
ミ
レ
ニ
ア
ム
著
作
権
法
の
基
準
の
導
入

　

次
に
、Zeran

事
件
判
決
に
代
わ
る
判
断
基
準
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ミ
レ
ニ
ア
ム
著
作
権
法
（D

igital M
illennium

 Copyright Act: 

D
M
CA

）
で
採
用
さ
れ
て
い
る
基
準
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
見
解
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
見
解
か
ら
は
、
現
在
の
判
断
基
準
の
も
と
で

は
、
被
害
者
が
名
誉
毀
損
の
一
次
的
責
任
者
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
安
易
な
理
由
で
他
者
の
評
判
を
貶
め
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
容
易
に
名
誉
毀
損
的
表
現
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
は
特
に
抑

制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
た
め
、
立
法
府
は
ネ
ッ
ト
上
の
表
現
活
動
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
名
誉
毀
損
的
表
現
の
普
及
を
奨
励
し
な
い
法

律
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
伝
統
的
な
出
版
機
能
を
有
す
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
す
る
免
責
は
認

め
つ
つ
も
、
名
誉
毀
損
を
「
知
っ
て
い
る
」
か
「
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
す
る
」
と
き
に
は
責
任
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
と
い
）
45
（
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
責
任
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
不
平
の
あ
っ
た
す
べ
て
の
表
現
を
削
除
し
、
保
護
さ
れ
る
べ

き
表
現
ま
で
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
裁
判
所
も
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
名
誉
毀
損
を
知
っ
て
い
た
か
判
断
す
べ
き
立
場
で
あ
っ
た
か

否
か
に
つ
い
て
の
判
断
に
苦
悩
す
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
利
用
者
か
ら
の
不
平
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
表
現
を
す
べ
て
削
除
す
る
必
要
は
な
く
、
掲
示
板
上
で
名
誉
毀
損
の
可
能
性
が
あ
る
旨
の
注
意
書
き
を
提
示
す
れ
ば
足
り
る
し
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
る
こ
と
で
名
誉
毀
損
表
現
で
あ
る
か
否
か
を
自
動
的
に
判
別
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
し
て
い
）
46
（

る
。

　

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
解
決
策
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
権
侵
害
の
二
次
配
布
者
に
関
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
責
任
規
定
を
利
用
す
べ
き

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
法
は
著
作
権
者
と
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ザ
ー
の
双
方
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
適
正
な
通
知
と
分
解
の
手
続
き
を

定
め
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
、
著
作
権
侵
害
の
二
次
的
責
任
を
免
れ
る
た
め
に
、
①
著
作
権
侵
害
に
よ
る
直
接
の

利
益
を
享
受
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
侵
害
の
存
在
を
知
っ
て
い
な
い
か
あ
る
い
は
侵
害
に
関
す
る
い
か
な
る
事
実
に
つ
い
て
も
知
ら
な
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か
っ
た
こ
と
、
③
著
作
権
者
か
ら
侵
害
の
通
知
を
受
け
た
際
に
迅
速
に
そ
の
侵
害
を
削
除
す
る
行
動
を
と
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が

あ
）
47
（

る
。
さ
ら
に
、
著
作
権
者
も
そ
れ
ら
の
責
任
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
課
す
た
め
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
権
利
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

と
と
も
に
そ
の
表
現
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
表
現
が
著
作
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
善
意
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び

侵
害
の
通
知
情
報
が
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
48
（
い
。
そ
し
て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
侵
害
の
通
知
を
受
け
取
る
た
め

の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
任
命
し
、
そ
の
者
と
の
接
触
に
関
す
る
情
報
を
自
身
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
49
（

い
。
こ
れ
ら

を
名
誉
毀
損
に
当
て
は
め
る
と
、
ま
ず
、
通
知
に
関
し
て
は
、
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
名
誉
毀
損
的
で
あ
る
か
、
ど
こ
の
ウ
ェ
ブ
上
に
提
示

さ
れ
て
い
る
か
特
定
し
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
意
見
で
は
な
く
事
実
の
摘
示
で
あ
っ
て
そ
の
事
実
が
虚
偽
で
あ
り
、
通
知
の
内
容
が
被
害

者
の
知
る
限
り
で
真
実
で
あ
る
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
被
害
者
は
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
、
名

誉
毀
損
に
よ
る
利
益
を
享
受
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
名
誉
毀
損
的
で
あ
る
こ
と
に
関
す
る
認
識
を
有
し
て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
、
通
知
を
受
け
た
際
に
は
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
削
除
す
る
か
、
撤
回
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
名
誉
毀
損

の
可
能
性
が
あ
る
旨
を
掲
示
す
る
か
求
め
ら
れ
る
。
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
を
採
る
こ
と
で
、
単
に
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
、
名

誉
毀
損
の
通
知
は
制
限
さ
れ
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
も
す
べ
て
の
表
現
を
削
除
す
る
と
い
う
動
機
は
生
じ
な
い
た
め
、
修
正
第
一
条
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
不
人
気
な
表
現
も
ネ
ッ
ト
上
で
制
限
を
受
け
ず
、
結
果
と
し
て
名
誉
毀
損
の
被
害
者
を
救
済
し
つ
つ
修
正
第
一

条
の
価
値
も
保
た
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
）
50
（
う
。



法学政治学論究　第93号（2012.6）

58

五　

整
理
と
分
析

㈠　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損
表
現
の
二
次
的
責
任
の
基
本
構
造

　

以
上
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損
表
現
の
二
次
的
責
任
の
判
断
枠
組
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
や
代
替
案
を
紹

介
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
妥
当
性
等
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
簡
潔
に
整
理
し
て
い
き
た
い
。
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責

任
に
関
し
て
は
、
伝
統
的
に
二
つ
の
判
断
枠
組
が
段
階
的
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。
第
一
の
段
階
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
「
パ
ブ
リ
ッ

シ
ャ
ー
」
で
あ
る
か
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
で
あ
る
か
の
枠
組
で
あ
る
。
両
者
は
伝
統
的
な
慣
習
法
に
基
づ
く
区
別
で
あ
っ
て
、

「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
は
一
次
配
布
者
に
対
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
一
次
配
布
者
と
同

等
の
責
任
を
課
せ
ら
れ
る
。
他
方
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
、
単
に
表
現
物
を
配
布
し
て

い
る
者
で
あ
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
一
次
配
布
者
と
同
等
の
責
任
は
課
せ
ら
れ
な
い
。
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
に
つ
い
て

も
、
当
初
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
利
用
者
に
対
し
て
実
質
的
に
編
集
権
を
行
使
し
う
る
場
合
、
あ
る
い
は
行
使
し
う
る
と
み
な
し
て
も

過
度
の
負
担
に
は
な
ら
な
い
場
合
に
は
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
し
て
扱
い
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て

扱
う
と
い
う
判
断
枠
組
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
で
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
を
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
や
発
信
者

と
し
て
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
、Zeran

事
件
判
決
で
は
、
同
条
の
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
は
慣
習
法
上
の
「
パ
ブ
リ
ッ

シ
ャ
ー
」
に
加
え
、
慣
習
法
上
の
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
も
含
ま
れ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
仮
に
、
同
条
に
「
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
ー
」
が
含
ま
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
、
一
律
に
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
名

誉
毀
損
の
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
と
き
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
の
段
階
と
し
て
、
伝
統
的
な
慣
習
法
の
も
と
で
は
、
二
次
配
布
者
が

「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
に
該
当
す
れ
ば
無
条
件
に
、「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
に
該
当
す
れ
ば
、
表
現
物
に
名
誉
毀
損
的
表
現
が
含
ま
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れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」
か
、「
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
し
て
い
る
」
と
き
に
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
が
肯
定
さ

れ
る
た
め
、
そ
の
慣
習
法
に
基
づ
け
ば
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
も
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
と
き
に
は
名
誉
毀
損
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、Zeran

事
件
判
決
で
は
、
同
条
は
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
責
任
も
否
定
し
て
い
る
と
の
判
断
が
下
さ
れ
、
事

実
上
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
か
ら
完
全
に
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

㈡　

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
対
す
る
完
全
な
免
責
の
是
非

　

ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
に
関
す
る
議
論
の
大
部
分
は
、
こ
の
よ
う
な
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
を
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
」
と
し
て
扱
い
、
名
誉
毀
損
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
た
」
か
、「
知
り
う
べ
き
合
理
性
を
有
し
て
い
た
」
場
合
に
責
任
を
課
す
こ
と

が
妥
当
か
と
い
う
論
点
に
集
約
さ
れ
、
そ
こ
で
は
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
の
立
法
目
的
の
解
釈
を
中
心
に
意
見
が
分
か
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
同
条
の
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
に
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
を
含
め
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
完
全
な
免
責
を
認
め
よ
う
と

す
る
立
場
は
、
二
次
的
責
任
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
ふ
た
つ
の
結
果
を
回
避
す
る
た
め
に
は
完
全
に
免
責
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
の

根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
二
次
的
責
任
を
課
す
と
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
責
任
を
負
わ
な
い
よ
う
に
利
用
者
の
表
現
を
広
範

に
削
除
す
る
こ
と
を
試
み
、
本
来
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
べ
き
表
現
ま
で
制
限
さ
れ
、
結
果
と
し
て
表
現
の
自
由
に
対
す
る
過
度
な
制
約
に

つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
思
想
の
自
由
市
場
」
と
し
て
多
大
な
貢

献
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
政
府
の
規
制
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
不
快
な
表
現
へ
の
対
応
は
可
能
な
限
り
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
等
の
自
主
規
制
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
二
次
的
責
任
を
課
せ
ば
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
は
責
任
を
免
れ
る
た
め
に
利
用
者
と

の
関
係
を
断
絶
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

　

他
方
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
つ
い
て
も
特
定
の
場
合
に
は
名
誉
毀
損
の
二
次
的
責
任
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
完
全
な
免
責
を

否
定
す
る
立
場
は
、
個
人
の
名
誉
も
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
べ
き
価
値
を
有
す
る
こ
と
、
完
全
な
免
責
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
積
極
的
に
自



法学政治学論究　第93号（2012.6）

60

主
規
制
を
お
こ
な
う
誘
因
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
名
誉
毀
損
表
現
を
放
置
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
特
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
表
現
を
迅
速
か
つ
広
範
に
発
信
す
る
こ
と
を
あ
ら
ゆ
る
者
に
対
し
て
可
能
に
さ
せ
る
媒
体
で
あ
っ
て
、

従
来
よ
り
も
名
誉
毀
損
の
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
部
分
的
に
は
名
誉
毀
損
責
任
を
負
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

以
上
を
鑑
み
る
と
、
両
者
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
ネ
ッ
ト
上
の
表
現
の
自
由
と
個
人
の
名
誉
の
保
護
と
の
調
整
で
あ
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
特
に
問
題
と
す
べ
き
点
は
見
当
た
ら
な
い
。
名
誉
毀
損
的
表
現
に
対
す
る
規
制
に
お
い
て
二
つ
の
憲

法
上
の
利
益
を
い
か
に
調
整
し
て
い
く
か
は
非
ネ
ッ
ト
上
も
ネ
ッ
ト
上
も
違
い
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
ネ
ッ
ト
が
表
現
の
自
由
の
行
使
に
お
い
て
非
常
に
有
益
な
媒
体
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に

名
誉
の
被
害
が
従
来
よ
り
も
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
と
い
う
新
た
に
考
慮
す
べ
き
性
質
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
性
質
に
つ
い

て
は
、
私
見
と
し
て
は
、
被
害
者
も
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で
迅
速
か
つ
広
範
に
反
論
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
鑑
み
れ
ば
、

従
来
よ
り
も
表
現
の
自
由
を
保
護
す
べ
き
必
要
性
が
高
ま
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
対
し
て
は
「
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
し

て
の
み
な
ら
ず
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
否
定
し
て
、
完
全
な
免
責
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
責
任
は
あ
く
ま
で
名
誉
毀
損
表
現
の
二
次
配
布
者
と
し
て
の
責
任
で
あ
り
、
仮
に
責
任
を
課
し
た
と
し
て

も
直
接
に
は
表
現
の
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
表
現
の
自
由
の
保
護
の
要
請
は
一
次
配
布
者
ほ
ど
強
く
は
働
か
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
対
し
て
「
現
実
的
悪
意
の
法
理
」
を
適
用
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
一
次
配

布
者
の
責
任
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
綿
密
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
名
誉
毀
損
表
現
の
二
次
配
布
者
の
責
任
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
議
論
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を
取
り
上
げ
た
。
同
国
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
を
慣
習
法
上
の
「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
捉
え
て
二
次

的
責
任
の
有
無
を
判
断
す
る
か
、
あ
る
い
は
慣
習
法
上
で
二
次
的
責
任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
い
ず
れ
の
二
次
配
布
者
に
も
該
当
し

な
い
と
し
て
、
完
全
に
免
責
さ
せ
る
か
、
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
の
解
釈
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
るZeran

事
件
判
決
で
は
後
者
の
立
場
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
立
場
は
、
表
現
の
自
由
と
個
人
の
名
誉
の
保

護
と
の
調
整
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
憲
法
上
の
観
点
か
ら
意
見
を
異
に
し
て
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
同
条
に

「
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
意
味
も
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
法
律
上
の
解
釈
問
題
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら

れ
る
。
憲
法
上
の
双
方
の
利
益
の
調
整
は
、
一
次
配
布
者
の
責
任
の
解
釈
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
こ
れ
を
参
考
に
す
べ
き
部
分
は
多

く
、
ま
た
、
実
際
の
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
事
件
で
は
一
次
配
布
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
る
に
し
て
も
そ
の
者
を
特
定
す
る

た
め
の
情
報
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
の
問
題
に
対
し
て
も
適
切
で
あ
る
よ
う
な
解
決
策
を
講
じ
る
に

あ
た
っ
て
は
一
次
配
布
者
と
二
次
配
布
者
の
責
任
を
一
体
的
に
検
討
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
問

題
に
関
し
て
も
、
同
条
に
縛
ら
れ
ず
、
法
律
や
慣
習
法
を
越
え
た
広
い
視
点
か
ら
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）  

例
え
ば
、
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
立
場
と
し
て
、
高
橋
和
之
教
授
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
は
、
名
誉
毀
損
的

表
現
が
な
さ
れ
た
場
所
へ
被
害
者
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
な
ら
ば
、
加
害
者
と
被
害
者
は
表
現
手
段
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
平
等
な
立
場
に
立
つ
た

め
、
対
抗
言
論
の
原
則
に
基
づ
き
、
よ
り
表
現
者
側
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
す
べ
き
と
主
張
す
る
。
高
橋
和
之
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀

損
と
表
現
の
自
由
」
高
橋
和
之
・
松
井
茂
記
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
法
』
六
六
―
六
八
頁
（
有
斐
閣
、
第
四
版
、
二
〇
一
〇
年
）。

　
　
　

一
方
、
修
正
が
不
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
立
場
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ラ
ー
メ
ン
Ｆ
Ｃ
事
件
判
決
に
お
け
る
最
高
裁
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
載
せ
た
情
報
は
、
不
特
定
多
数
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
瞬
時
に
閲
覧
可
能
で
あ
」
っ
て
、「
一
度
損
な
わ
れ
た
名
誉
の
回
復
は
容
易
で

は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
反
論
に
よ
っ
て
十
分
に
そ
の
回
復
が
図
ら
れ
る
保
証
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
」
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

他
の
表
現
手
段
と
で
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
最
決
平
成
二
二
年
三
月
一
五
日
。
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（
2
）  

同
法
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
人
格
権
等
に
対
す
る
権
利
侵
害
が
な
さ
れ
た
と
き
の
、
被
害
者
に
対
す
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

等
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
お
よ
び
加
害
者
情
報
の
開
示
請
求
権
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
名
誉
毀
損
に
お
け
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
損
害
賠
償

責
任
と
し
て
は
、
被
害
者
に
対
す
る
責
任
と
表
現
者
に
対
す
る
責
任
の
双
方
が
予
定
さ
れ
、
被
害
者
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
、
自
身
が
管

理
・
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子
掲
示
板
に
お
い
て
名
誉
毀
損
表
現
が
書
き
込
ま
れ
た
場
合
の
対
処
が
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
、
三
条
一
項
で

は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
責
任
が
生
じ
る
場
合
と
し
て
、
①
当
該
表
現
の
書
き
込
み
を
防
止
す
る
措
置
が
技
術
的
に
可
能
な
場
合
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
前
提
に
、
②
当
該
表
現
に
よ
っ
て
「
他
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
」
を
知
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
め
る

に
足
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
に
限
定
し
、
こ
の
立
証
責
任
を
被
害
者
側
に
負
担
さ
せ
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

他
方
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
が
表
現
者
の
書
き
込
み
を
削
除
し
た
り
、
被
害
者
に
表
現
者
の
情
報
を
開
示
し
た
り
し
た
場
合
、
表
現
者
は
自
由
な

表
現
活
動
が
阻
害
さ
れ
た
と
主
張
し
、
契
約
上
あ
る
い
は
不
法
行
為
上
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
法
三
条
二
項

で
は
、
①
当
該
措
置
が
「
必
要
な
限
度
」
を
越
え
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
②
当
該
表
現
に
よ
っ
て
「
他
人
の
権
利
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い
る

と
信
ず
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
」
こ
と
（
一
号
）
ま
た
は
被
害
者
か
ら
削
除
等
の
防
止
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
申
し
出
が
あ
っ
た
際

に
、
表
現
者
に
対
し
そ
の
措
置
に
同
意
す
る
か
ど
う
か
を
照
会
し
た
が
七
日
以
内
に
回
答
が
な
か
っ
た
こ
と
（
二
号
）
を
充
た
し
た
場
合
に
は
、

表
現
者
に
対
す
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
責
任
が
生
じ
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）  

高
橋
・
前
掲
注
（
１
）
八
四
―
八
五
頁
。

（
4
）  

同
法
理
の
一
連
の
展
開
を
整
理
し
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
清
水
公
一
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
憲
法
法
理
と
し
て
の
名
誉
毀
損
法
の
展
開

―
『
現
実
的
悪
意
（actual m

alice

）』
の
法
理
の
新
展
開
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
政
治
学
論
究
第
二
号
二
二
七
―
二
五
九
頁
参
照
。

（
5
）  Zeran v. Am
erica O

nline Inc., 129 F. 3d 327 （4th Cir. 1997

）, cert. denied, 524 U. S. 937 （1998

）.

（
6
）  Restatem
ent （Second

） of Torts 

§ 578 （1977

）.

（
7
）  Restatem
ent （Second

） of Torts 

§ 581.

（
8
）  Restatem

ent （Second

） of Torts 

§ 612 （2

）.

（
9
）  

小
倉
一
志
『
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
表
現
の
自
由
』
六
〇
頁
（
尚
学
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
10
）  Cubby Inc. v. Com

puServe Inc., 776 F. Supp. 135 （S. D. N. Y. 1991
）.

（
11
）  Stratton O

akm
ont, Inc. v. Prodigy Servs. Co., 1995 N.Y. M

isc. LEXIS 229 （N.Y. Sup. Ct. 1995

）.

（
12
）  

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
帰
化
し
た
者
、
お
よ
び
そ
の
司
法
権
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
者
す
べ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
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市
民
で
あ
り
、
そ
の
住
む
州
の
市
民
で
あ
る
。
如
何
な
る
州
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
市
民
の
特
権
あ
る
い
は
免
除
権
を
制
限
す
る
法
を
作
り
、
あ

る
い
は
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
如
何
な
る
州
も
法
の
適
正
手
続
き
無
し
に
個
人
の
生
命
、
自
由
あ
る
い
は
財
産
を
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
そ
の
司
法
権
の
範
囲
で
個
人
に
対
す
る
法
の
平
等
保
護
を
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
13
）  
連
邦
議
会
は
、
国
教
を
樹
立
し
、
ま
た
は
宗
教
上
の
行
為
を
自
由
に
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
法
律
、
言
論
ま
た
は
出
版
の
自
由
を
制
限
す
る
法

律
、
な
ら
び
に
人
民
が
平
穏
に
集
会
す
る
権
利
、
お
よ
び
苦
情
の
処
理
を
求
め
て
政
府
に
対
し
て
請
願
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
法
律
を
制
定
し
て

は
な
ら
な
い
。

（
14
）  See Sm

ith v. California, 361 U. S. 147, 152 -153.

（
15
）  Cubby, 776 F. Supp. at 140 -141.

な
お
、Cubby

事
件
判
決
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
内
藤
順
也
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
法
律
問
題

―
米
国
法
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
民
事
責
任

―﹇
下
﹈」
国
際
商
事
法
務 

  Vol.  

24 

 No. 

7
（
一
九
九

六
年
）
七
一
九
―
二
〇
頁
、
平
野
晋
「
ユ
ー
ザ
ー
の
名
誉
毀
損
行
為
に
対
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
民
事
責
任
（
上
）」
判
例
タ
イ
ム
ズ
第
一
〇
〇
二
号

（
一
九
九
九
年
）
四
二
頁
参
照
。

（
16
）   Stratton O

akm
ont, 1995 N.Y. M

isc. LEXIS 229, at 10 -11.

（
17
）  

内
藤
・
前
掲
注
（
15
）
七
二
〇
―
七
二
一
頁
。

（
18
）  Stratton O

akm
ont, 1995 N.Y. M

isc. LEXIS 229, at 12 -14.

な
お
、Stratton O

akm
ont

事
件
判
決
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
内

藤
・
前
掲
注
（
15
）
七
二
〇
―
二
一
頁
、
平
野
・
前
掲
注
（
15
）
四
一
―
四
二
頁
参
照
。

（
19
）  

「
対
話
方
式
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
（interactive com

puter service

）」
は
、「
複
数
の
利
用
者
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
、
可
能
と
す

る
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
、
ま
た
は
ア
ク
セ
ス
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
意
味
し
、
こ
れ
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
…
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
を
含
む
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。47 U. S. C. 

§ 230 （e

） （2

） （1996

）.

（
20
）  

「
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（inform

ation content provider

）」
は
、
同
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
そ
の
他
の
対
話
方
式
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
情
報
の
創
造
ま
た
は
開
発
に
、
全
部
ま
た
は
一
部
の
責
任
を
有
す
る
者
や
団
体
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
自
身
が
名
誉
毀
損
等
の
情
報
の
創
造
や
開
発
に
関
わ
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
同
条
（
ｃ
）（
１
）
は

適
用
さ
れ
な
い
。Id. at 

§ 230 （e

）（3

）.

（
21
）  Id. at 

§ 230 （c

）（1

）.

（
22
）  Id. at 

§ 230 （c

）（2

）.
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（
23
）  

同
条
は
「『
良
き
サ
マ
リ
ア
人
（G

ood Sam
aritan

）』
的
な
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
お
よ
び
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
保
護
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。「
良
き

サ
マ
リ
ア
人
」
に
関
す
る
制
定
法
は
、
善
行
に
対
し
て
責
任
で
報
い
る
と
い
う
慣
習
法
上
の
不
合
理
を
是
正
す
る
た
め
の
特
別
法
で
あ
り
、「
作

為
義
務
が
存
在
し
な
い
状
況
に
お
い
て
自
発
的
に
善
行
の
た
め
の
作
為
を
行
っ
た
際
に
そ
の
作
為
上
の
ミ
ス
（m

isfeasance

）
の
責
任
を
免
除

（
あ
る
い
は
軽
減
）」
す
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
奨
励
し
て
い
る
。
平
野
晋
「
ユ
ー
ザ
ー
の
名
誉
毀
損
行
為
に
対
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
の
民
事
責

任
（
下
）」
判
例
タ
イ
ム
ズ
第
一
〇
〇
三
号
（
一
九
九
九
年
）
八
七
頁
。

（
24
）  958 F. Supp. 1124 （E. D. Va. 1997

）.

（
25
）  See 47 U. S. C. 

§ 230 （a

）（3

）.

（
26
）  See 47 U. S. C. 

§ 230 （b

）（5

）.Zeran, 129 F. 3d at 330 -331.

（
27
）  Zeran, 129 F. 3d at 331.

（
28
）  

他
人
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
書
物
、
発
信
さ
れ
た
言
論
、
収
集
さ
れ
た
情
報
を
頒
布
す
る
こ
と
の
た
め
に
自
己
の
設
備
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
を

生
業
と
す
る
者
も
、
そ
の
範
囲
で
本
、
新
聞
、
雑
誌
、
情
報
を
他
人
に
利
用
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
関
与
し
て
い
た
者
、
出
版
者
と
し
て
み
な

さ
れ
る
。
時
と
し
て
そ
の
内
容
の
す
べ
て
（
名
誉
毀
損
的
内
容
も
含
む
）
に
つ
い
て
知
ら
な
い
ま
ま
、
時
と
し
て
出
版
さ
れ
る
も
の
の
中
に
名
誉

毀
損
的
内
容
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
機
会
も
な
い
ま
ま
、
彼
ら
は
意
図
的
に
内
容
を
他
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。See W
. Page Keeton et al., Prosser and Keeton on the Law

 of Torts at 803 （5th ed. 1984

）.

（
29
）  Zeran, 129 F. 3d at 332.

（
30
）  Id. at 333. 

な
お
、Zeran

事
件
判
決
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
平
野
晋
ほ
か
「
解
説
『Zeran

対AO
L

』
事
件
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
八

五
号
（
一
九
九
八
年
）
六
四
―
七
三
頁
参
照
。

（
31
）  See e.g. Blum
enthal v. D

rudge, 992 F. Supp. 44 （D.D.C. 1998

）. See also D
oe v. Am

erica O
nline, Inc., 783 So. 2d 1010 （Fla. 

2001

）; M
uraw

ski v. Pataki, 514 F. Supp. 2d 577 （S.D.N.Y. 2007

）; D
onato v. M

oldow, 865 A. 2d 711 （N. J. Super. Ct. App. D
iv. 

2005

）.

（
32
）  Barrett v. Rosenthal, 114 Cal. App. 4th 1379 （2004

）.

（
33
）  

他
に
、Zeran

事
件
判
決
後
に
新
た
な
見
解
を
示
し
た
裁
判
例
と
し
て
、Batzel v. Sm

ith

事
件
判
決
が
学
説
の
中
で
は
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。Batzel

事
件
判
決
で
は
、
原
告Batzel

に
関
す
る
名
誉
毀
損
的
表
現
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
お
よ
び
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
上
に
掲
載

さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
責
任
の
有
無
が
争
わ
れ
た
。
被
告
の
一
人
で
あ
るSm

ith
は
、
原
告
か
ら
原
告
宅
に
あ
る
絵
画
が
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
略
奪
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さ
れ
た
一
部
で
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
た
め
、
盗
難
美
術
品
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
管
理
者Crem

ers

に
対
し
、
そ
の
旨
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
信
し
た
。Sm

ith

は
当
該
メ
ー
ル
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、Crem

ers

はSm
ith

の
メ
ー
ル
を
、
若
干
の
修
正

を
施
し
て
利
用
者
に
掲
示
し
、
原
告
は
当
該
メ
ー
ル
の
内
容
は
事
実
無
根
で
あ
る
と
主
張
し
、
名
誉
毀
損
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　
　
　

連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
管
理
者Crem

ers

は
情
報
を
展
開
し
た
と
い
え
る
ほ
ど
の
実
質
的
な
変
更
を
加
え
て
は
い
な
い
、
ま
た
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
等
が
Ｃ
Ｄ
Ａ
第
二
三
〇
条
の
免
責
を
受
け
る
の
は
、
通
常
人
で
あ
れ
ば
提
供
さ
れ
た
情
報
が
公
表
を
意
図
し
て
い
た
と
判
断
し
う
る
状
況
の

も
と
で
、
第
三
者
が
情
報
を
創
出
、
展
開
し
た
と
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、Sm

ith

が
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
表
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で

は
な
く
、
よ
り
詳
細
な
事
案
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
破
棄
差
戻
し
の
判
断
を
下
し
た
。
本
判
決
は
、
同
条
の
免
責
範
囲
に
つ
い
て
、「
通

常
人
」
と
い
う
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
解
釈
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。See Batzel v. Sm

ith, 333 F. 3d 1018 （9th Cir. 2003

）.

（
34
）  Id. at 1395 -97.

（
35
）  Id. at 1399 -400.

（
36
）  Id. at 1400 -03.

（
37
）  Id. at 1403 -07.

（
38
）  Barrett v. Rosenthal, 40 Cal. 4th 33, 48 -49 （Cal. 2006

）.

（
39
）  See N

ew
 York Tim

es Co. v. Sullivan, 376 U. S. 254, 270 （1964

）.

（
40
）  Am

anda G
roover H

yland, A
RTICLE: The Tam

ing of the Internet: A
 N
ew A

pproach to Third-Party Internet D
efam

ation, 31 
H
astings Com

m
. &
 Ent. L. J. 79, 109 -113, 119 -120 （2008

）.

（
41
）  Id. at 113 -15.

（
42
）  Id. at 120 -23.

（
43
）  

も
っ
と
も
、
原
告
は
問
題
と
な
っ
た
電
子
掲
示
板
上
で
身
の
潔
白
の
証
明
に
努
め
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
自
助
的
手
段
を
選
択
し
な
か
っ
た

こ
と
は
裁
判
所
で
は
好
意
的
に
み
ら
れ
な
い
た
め
、
二
次
的
責
任
の
有
無
の
判
断
に
お
い
て
原
告
に
不
利
に
働
く
お
そ
れ
も
あ
る
と
い
う
。
た
だ

し
、
本
件
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
の
対
応
が
非
常
に
悪
か
っ
た
た
め
、
な
お
原
告
に
有
利
な
判
決
が
下
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。Id. at 124.

（
44
）  Id. at 123 -24.

（
45
）  Colby Ferris, BA
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TH
E A
REA

 O
F D
EFA
M
ATIO

N
, 14 Barry L. Rev. 123, 134 （2010

）.

（
46
）  Id. at 134 -35.

（
47
）  17 U. S.C.A 

§§ 512 （c

）（1

）（A

）-（C

）（2000

）.

具
体
的
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

第
五
一
二
条　

オ
ン
ラ
イ
ン
素
材
に
関
す
る
責
任
の
制
限

　
　
　
　

⒞　

利
用
者
の
指
示
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
常
駐
す
る
情
報

　
　
　
　
　

⑴ 　

サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
よ
っ
て
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
た
め
に
管
理
、
運
営
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
ネ
ッ

ト
上
に
、
利
用
者
の
指
示
で
素
材
を
蓄
積
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
著
作
権
侵
害
が
生
じ
た
場
合
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
、
以
下
の
条
件
を
す

べ
て
充
た
せ
ば
、
著
作
権
侵
害
に
よ
る
金
銭
的
救
済
ま
た
は
第
（
ｊ
）
項
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
差
止
命
令
そ
の
他
の
法
律
上
の
救

済
に
つ
き
責
任
を
負
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　

A　

ⅰ 　

サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
ネ
ッ
ト
上
の
素
材
ま
た
は
素
材
を
使
用
し
た
行
為
が
著
作
権
侵
害
に
あ
た

る
こ
と
を
現
実
に
知
ら
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ⅱ 　

そ
の
よ
う
な
現
実
の
認
識
が
な
い
場
合
、
侵
害
行
為
が
明
白
で
あ
る
事
実
ま
た
は
状
況
を
知
ら
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ⅲ 　

そ
の
よ
う
な
認
識
を
得
た
際
、
速
や
か
に
素
材
を
除
去
し
ま
た
は
ア
ク
セ
ス
を
解
除
す
る
た
め
に
行
動
し
た
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

B 　

サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
侵
害
行
為
を
管
理
す
る
権
利
お
よ
び
能
力
を
有
す
る
場
合
、
当
該
行
為
に
直
接
起
因
す
る
経
済
的

利
益
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

C 　

第
⑶
項
に
掲
げ
る
侵
害
主
張
の
通
知
を
受
け
た
際
に
、
侵
害
行
為
ま
た
は
そ
の
対
象
と
さ
れ
る
素
材
を
除
去
ま
た
は
そ
の
素
材
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
禁
止
す
べ
く
速
や
か
に
対
応
し
た
こ
と
。

　
　
　

な
お
、
著
作
権
法
に
関
す
る
基
準
の
導
入
に
賛
同
す
る
立
場
と
し
て
、Bradley A. Areheart, Regulating Cyberbullies Through N

otice-
Based Liability, 117 Yale L. J. Pocket Part 42 

（2007
）.
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ａ
施
行
前
で
は
あ
る
が
同
旨
の
見
解
を
示
し
て
い
る
論
文
と
し
て
、

Christopher Butler, PLO
TTIN

G
 TH
E RETU

RN
 O
F AN

 AN
CIEN

T TO
RT TO

 CYBERSPACE: TO
W
ARD

S A N
EW
 FED

E- 
RAL STAN

DARD
 O
F RESPO

N
SIBILITY FO

R D
EFAM

ATIO
N
 FO
R IN

TERN
ET SERVICE PRO

VID
ERS, 6 M

ich. Telecom
m
. 

Tech. L. Rev. 247, 262 （2000

）.

（
48
）  Id. at 

§§ 512 （c

）（3

）（A

）（ii

）-（iii

）.

具
体
的
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

⑶　

通
知
の
要
素
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A 　

著
作
権
侵
害
の
通
知
が
本
項
に
基
づ
き
有
効
と
な
る
た
め
に
は
、
以
下
の
情
報
を
実
質
的
に
含
む
書
面
に
よ
る
通
知
を
サ
ー
ビ
ス
・
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
の
指
定
代
理
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

ⅰ 　

侵
害
さ
れ
た
と
主
張
さ
れ
る
著
作
権
の
保
有
者
を
代
理
す
る
権
限
を
受
け
た
者
の
手
書
署
名
ま
た
は
電
子
署
名
。

　
　
　
　
　

ⅱ 　

侵
害
さ
れ
た
と
主
張
さ
れ
る
著
作
権
に
関
わ
る
表
現
物
の
特
定
、
ま
た
は
、
単
一
の
通
知
が
単
一
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
に
存
在
す
る

複
数
の
著
作
権
の
あ
る
表
現
物
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
こ
に
存
在
す
る
当
該
表
現
物
に
代
え
て
そ
の
目
録
。

　
　
　
　
　

ⅲ 　

侵
害
行
為
、
ま
た
は
侵
害
行
為
の
対
象
と
さ
れ
、
か
つ
除
去
ま
た
は
ア
ク
セ
ス
を
禁
止
さ
れ
る
べ
き
素
材
の
特
定
、
お
よ
び
サ
ー
ビ

ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
当
該
素
材
の
所
在
を
確
認
す
る
う
え
で
合
理
的
に
十
分
な
情
報
。

　
　
　
　
　

ⅳ 　

通
知
者
の
住
所
、
電
話
番
号
お
よ
び
（
も
し
あ
れ
ば
）
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
、
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
通
知
者
に
連
絡

す
る
う
え
で
合
理
的
に
十
分
な
情
報
。

　
　
　
　
　

ⅴ 　

当
該
方
法
に
よ
る
素
材
の
使
用
が
著
作
権
者
、
そ
の
代
理
人
、
あ
る
い
は
法
律
で
許
さ
れ
て
い
る
者
で
は
な
い
と
通
知
者
が
善
意
誠

実
に
信
じ
て
い
る
旨
の
陳
述
。

　
　
　
　
　

ⅵ 　

通
知
に
記
載
さ
れ
た
情
報
が
正
確
で
あ
る
旨
の
陳
述
、
お
よ
び
、
偽
証
の
制
裁
可
能
性
の
も
と
、
通
知
者
が
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
す

る
著
作
権
の
保
有
者
を
代
理
す
る
授
権
を
受
け
て
い
る
旨
の
陳
述
。

（
49
）  Id. at 

§ 512 （c

）（2

）.

具
体
的
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

⑵　

指
定
代
理
人
―
本
項
が
定
め
る
責
任
の
制
限
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
以
下
の
情
報
を
そ
の
サ
ー
ビ
ス 

（
公
衆
が
ア
ク
セ
ス
可

能
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
を
含
む
）
を
通
じ
て
利
用
可
能
に
し
、
か
つ
、
著
作
権
局
に
対
し
て
以
下
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
条
⑶

に
掲
げ
る
著
作
権
侵
害
の
通
知
を
受
領
す
る
た
め
の
代
理
人
を
指
定
し
た
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　

A　

代
理
人
の
名
称
、
住
所
、
電
話
番
号
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
。

　
　
　
　

B 　

著
作
権
局
長
が
適
切
と
考
え
る
そ
の
他
の
情
報
。

　
　
　

著
作
権
局
長
は
、
代
理
人
の
最
新
の
名
簿
を
公
開
す
べ
く
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
閲
覧
を
含
む
）、
電
子
コ
ピ
ー
お
よ
び
ハ
ー
ド
・
コ
ピ
ー

双
方
の
形
式
で
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

著
作
権
局
長
は
、
名
簿
維
持
の
費
用
の
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
料
金
の
支
払
い
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
50
）  Id. at 135 -36.

な
お
、
そ
の
他
の
代
替
案
と
し
て
は
、
Ｐ
２
Ｐ
（peer to peer
）
を
介
し
た
著
作
権
侵
害
に
お
け
る
二
次
配
布
者
に
対
し
て

判
断
を
下
し
たM

G
M
 Studios Inc. v. G

rokster, Ltd.

事
件
判
決
を
援
用
す
る
見
解
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
判
決
で
は
、
合
法
的
な
使
用
も
違
法
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的
な
使
用
も
可
能
な
表
現
物
を
使
用
す
る
第
三
者
の
著
作
権
侵
害
行
為
に
対
し
て
そ
の
二
次
配
布
者
は
い
か
な
る
場
合
に
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

る
か
に
つ
い
て
、「
著
作
権
を
侵
害
す
る
た
め
の
製
品
使
用
を
奨
励
す
る
目
的
で
配
布
し
た
者
は
、
明
確
な
表
現
ま
た
は
そ
の
他
の
肯
定
的
な
行

動
に
よ
っ
て
（by clear expression or other affirm

ative steps

）
そ
の
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
は
、
第
三
者
の
侵
害
行
為
に
よ
る
結
果

に
つ
い
て
責
任
を
負
う
」
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
。M

G
M
 Studios Inc. v. G

rokster, Ltd., 545 U. S. 913, 918.

そ
し
て
、U

niversal 
Com

m
un. Sys. v. Lycos, Inc.

事
件
判
決
で
は
、Zeran

事
件
判
決
が
踏
襲
さ
れ
つ
つ
も
、「
明
確
な
表
現
ま
た
は
そ
の
他
の
肯
定
的
な
行
動
に

よ
っ
て
」
名
誉
毀
損
を
奨
励
す
る
目
的
で
表
現
物
を
配
布
し
た
場
合
に
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
も
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。U

niversal Com
m
un. Sys. v. Lycos, Inc., 478 F. 3d 413, 421 （1st Cir. 2007

）.
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